
　
気
持
ち
よ
く
晴
れ
た
雨
上
が
り

の
空
の
下
、
令
和
６
年
度
行
田
市

民
大
学
入
学
式
・
始
業
式
が
行
田

グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
研
修
室
で
開

催
さ
れ
た
。
１
５
周
年
を
迎
え
た

行
田
市
民
大
学
の
１
年
生
は
１
５

期
生
、
２
年
生
は
１
４
期
生
。

　
今
村
武
蔵
理
事
長
は
、
記
念
す

べ
き
１
５
期
の
１
年
生
は
郷
土

学
、
市
民
学
で
行
田
市
の
こ
と
を

良
く
学
び
、
も
の
つ
く
り
大
学
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
１
４
期
の
２
年
生
は

中
身
の
濃
い
学
生
生
活
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
と
述
べ
た
。

　
行
田
邦
子
学
長
は
、
多
く
の
方

が
参
加
し
て
入
学
式
・
始
業
式
が

行
わ
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
１
５
周
年
を
迎
え
、
１
年
１
５

期
生
の
み
な
さ
ん
、
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
２
年
１
４
期

生
の
皆
さ
ん
、
進
級
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
ま

ず
、
歴
史
か
ら
過
去
を
学
び
、
現

在
の
行
田
市
の
状
況
を
学
ん
で
く

だ
さ
い
。
そ
の
先
に
行
田
の
未
来

が
あ
り
ま
す
と
挨
拶
し
た
。

　
来
賓
は
、
國
分
泰
雄
も
の
つ
く

り
大
学
学
長
、
永
島
宏
章
行
田
市

民
大
学
同
窓
会
会
長
、
中
村
和
則

行
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
部

部
長
。
國
分
学
長
と
永
島
同
窓
会

長
か
ら
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

今村武蔵
理事長行田邦子学長

永島宏章　　
行田市民大学
同窓会会長

中村和則　　
教育委員会生
涯学習部部長

國分泰雄　
ものつくり
大学学長入学式・始業式風景

　
１
学
年
在
籍
３
１
名
、
２
学
年

在
籍
２
５
名
の
入
学
式
・
始
業
式

は
、
午
前
中
の
雨
が
す
っ
か
り
上

が
っ
た
す
が
す
が
し
い
天
気
の
下

で
行
わ
れ
た
。
厳
粛
な
中
に
も
、

こ
れ
か
ら
の
学
生
生
活
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
新
入
生
と
、
最
高
学

年
に
進
級
す
る
２
年
生
の
わ
く
わ

く
感
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
式
後
、
１
年
生
と
２
年
生
の
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

授
業
や
グ
ル
ー
プ
編
成
、
視
察
ツ

ア
ー
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
。
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●
人
に
や
さ
し
い
町
の
公
共
交
通

●
「
行
田
ま
ち
め
ぐ
り
」
メ
ン
バ

ー
全
員
が
参
加
し
て
、
楽
し
み
な

が
ら
学
ぶ

●
忍
藩
幕
末
下
級
武
士
の
絵
日
記

か
ら
そ
の
暮
ら
し
を
読
む

●
行
田
市
の
子
育
て
支
援
施
設
の

現
状
と
今
後
の
課
題

●
行
田
市
の
観
光
の
振
興
に
つ
い

て
～
市
民
大
学
生
の
視
点
か
ら
～

●
行
田
市
周
辺
の
古
墳
を
調
べ
る

●
秩
父
鉄
道
沿
線
（
熊
谷
〜
羽
生
）

の
ゆ
る
い
散
策
・
旅
路
　
　
　 

　
羽
生
市
主
催
の
藍
染
体
験
に
参

加
。
行
田
の
世
界
最
大
の
田
ん
ぼ

ア
ー
ト
を
見
学
。
葛
和
田
の
渡
し
、

花
袋
の
愛
し
た
利
根
の
風
景
を
見

た
。
生
物
か
ら
文
化
、
古
代
ロ
マ

ン
か
ら
現
代
ま
で
幅
広
く
、
楽
し

く
調
査
研
究
を
行
っ
た
。

　
境
町
や
深
谷
市
の
自
動
運
転
バ

ス
を
体
験
し
た
り
、
他
市
の
取
り

組
み
や
行
田
市
の
利
用
状
況
の
調

査
な
ど
を
行
っ
た
。

　
「
チ
ョ
イ
ソ
コ
」
な
ど
の
す
ぐ

に
実
現
可
能
な
新
し
い
公
共
交
通

機
関
を
提
案
し
た
。
　

　
メ
ン
バ
ー
全
員
が
参
加
し
て
、

楽
し
み
な
が
講
義
で
学
ん
だ
こ
と

を
踏
ま
え
、 

実
際
に
行
田
の
町
に

出
た
。
古
代
蓮
の
里
と
行
田
郷
土

博
物
館
、
花
手
水
・
忍
城
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
・
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
、
そ

し
て
、
忍
城
下
七
福
神
巡
り
で
は
、

興
徳
寺
、
遍
性
寺
、
成
就
院
、
遍

照
院
、
行
田
八
幡
神
社
、
大
長
寺
、

宝
積
寺
を
訪
問
し
た
。

　
幕
末
の
忍
藩
下
級
武
士
の
尾
崎

石
城
が
記
し
た
「
石
城
日
記
・
七

巻
」
を
題
材
に
、
武
士
の
身
分
の

違
い
に
よ
る
生
活
、
忍
城
下
の
地

勢
、
上
中
級
・
下
級
武
士
、
町
人
、

僧
侶
や
庶
民
の
暮
ら
し
や
、
酒
店

と
料
亭
の
話
題
、
城
下
町
郊
外
へ

の
紀
行
な
ど
研
究
し
た
。

　
子
ど
も
の
居
場
所
の
観
点
か
ら

行
田
市
の
子
育
て
支
援
施
設
利
用

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
施

設
の
満
足
度
、
利
用
目
的
、
要
望
、

感
想
を
ま
と
め
た
。

　
施
設
周
知
の
観
点
か
ら
行
田
市

に
「
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を

母
子
手
帳
と
併
せ
て
配
布
の
提
案

を
し
た
。

　
行
田
市
の
掲
げ
る
将
来
都
市
像

の
中
の
観
光
施
策
を
取
り
上
げ

た
。
観
光
入
込
客
数
を
現
状
よ
り

二
割
増
加
を
目
標
に
、
担
当
課
に

訪
問
聞
き
取
り
や
現
地
調
査
を

し
、
観
光
客
誘
致
の
具
体
的
に
改

善
項
目
と
改
善
点
を
提
案
し
た
。

　
行
田
市
に
隣
接
す
る
熊
谷
、
羽

生
、
加
須
、
鴻
巣
に
所
在
す
る
古

墳
時
代
後
期
六
世
紀
の
古
墳
を
調

べ
、
各
古
墳
の
形
状
と
出
土
品
な

ど
の
特
徴
ま
と
め
た
。

　
利
根
川
と
荒
川
の
二
大
河
川
が

も
た
ら
し
た
沖
積
地
に
あ
る
さ
き

た
ま
古
墳
群
勢
力
と
周
辺
地
域
と

の
関
係
、
交
流
を
考
察
し
た
。


